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　　　 Biopsy　 of　contralateral　 testis　 of　20　patients　 with　 an　unilateral　 testicular　 tumor　 was　 carried　 out
to　evaluate　 the　 morpholQgical　 changes　 of　the　 contralateral　 testis　 caused　 by　 the　 tumor.　 Serumβ.
chorionic　 gonadotropin(β-hCG),　follicle-stimulating　 hormone(FSH),　lut inizing　 hormone(LH)and
a-fetoprotein(AFP)levels　b fore　 orchiectomy　 were　 examined　 as　a　function　 influencing　 morphologi-
cal　changes　 of　the　 contralateral　 testis.
　　　 Typical　 carcinoma　 in　situ　was　 found　 in　a　case　 of　ipsilateral　 testis.　 The　 presence　 of　a　few　 atyp-
ical　germ　 cells,　however,　 was　 the　 only　 finding　 of　the　 contralateral　 testis　 of　three　 patients.　 Five　 of
20patients　 revealed　 hypospermatogenesis　in　 he　 contralateral　 intact　 testis.　 Most　 of　the　 other　 pa-
tients　 also　showed　 sloughing　 of　germinal　 epithelium　 suggesting　 disorder　 of　spermatogenesis.　 Johnsen's
mean　 score　 count　 and　 tubular　 wall　 thickening　 were　 related　 to　neither　 clinical　 stages,　 ESR,　 serum
β一hCG,　 AFP,　 LH　 nor　 FSH　 levels.　 Tubular　 wa11　 thickening　 was　 observed　 in　80f　 10　patients　 with
atumor　 weighting　 over　 150　 g,　but　 was　 found　 in　only　 l　of　10　patients　 with　 a　lighter　 tumor(p<0.01)







している との報告が多く2}の,対 側陰の う内温度の上
昇,免 疫学的機序の関a),お よび血清hCG値 の上
昇といった腫瘍発生そのものの影響とい う考え方があ
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対 象 と 方 法
東京 医科 歯科 大 学 お よび 関 連 施 設 を受 診 し対 側 精 巣
生検 を行 な い 得 た成 人精 巣腫 瘍 患 者20例 を 対 象 と し
た.内 訳 は セ ミノー マ10例,非 セ ミノー マ10例 で あ
り,patientcharacteristicsはTable1に示 した.
全例 停 留精 巣 の既 往 は な か った.除 睾 時 対 側精 巣 生検
を行 な い(1ヵ 所),5例 は プ ア ン固 定,15例 は10%
ホ ル マ リン固定 後H,E.染 色 を 行 な った.Germcell
の評 価 に はJohnsen'smeanscorecount(以下
MSC)を 用 い30個 以上 の精 細 管 に つ き検 討 した.同
時に 明 らか な 肥 厚 の有 無 に よ り精 細 管 壁 の 状態 を2群
に分類 し検 討 した 。 な おspermcountお よび対 側 精
巣容量 につ い て は 測定 症 例 が少 な く検 討 で き な か っ
た.
結 果
20例 の 平 均 年 齢 は32.6歳(22～56)であ りMSC
の平 均 は8.0(3.7～9.8)で あ った.症 例19(MSC
3,7)お よび 症 例20(MSC9.1)の 組 織 像 を示 す(Fig.
1,2).MSC7未 満 の症 例 が5例 あ り,MSC7以 上
の造 精 機 能 が 比 較 的 良 好 に 保 た れ て い る と考 え られ る
雛 漁 『飯 艦 錨 灘 喫t




















































が大きい程壁肥厚を伴 う傾向があ り,150g以 上の10


















































度の症例では1例 を除 き全例 管壁 の肥 厚を認め た
(Fig・9)・ しかし造精機能と β一hCG値 の間(Fig.
10)お よびAFP値 と精細管の形態とは関係を認めな


























検討したところ,典 型的なCISを 認めた1例 を含め

















































血 清LHお よびFSH値 は10例 が 測定 さ れ て お
り,FSHは 全 例 正 常 域 で あ り,LHは 高 β・hCG症
例 では 高1直を 示 し,E2も 高 い 傾 向 に あ',た が,MSC
お よび 精 細 管 壁 肥 厚 との 連 関 は 認め られ なか った.




に,対 側には5%で 認められ るというワ),今 回対側
精巣生検3例 に大型のヘテロクロマチンに富む核を有
する細胞を認めたが,い ずれ も生検組織の一切片中の













































































しかし1例 ではあ るが症例9の ごとく(Fig.11)壁
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